
 

 

 



 

 

 



 

この書を読んで、私達は 12月８日の開戦そしてこの８月 15日終戦を迎えた事の思いを、戦争を絶対にしてはな

らないこと再確認し、この戦争の愚かさ悲惨さを訴える事を、風化させてはならないと私は思います。 

小林 肇 


